
はじめに 

日本は総人口、高齢者人口共に減少に向かう一方で、高

齢者の総人口に占める割合は２９．１%（令和５年５月総務

省）と過去最高を更新し続けている。総人口の３割を超え

る高齢者が住み慣れた地域や住まいで、尊厳のある自立

した生活を送ることが出来ることを目的に、厚生労働省は

地域包括ケア・システムの構築を推進している。このような

高齢社会の現状を踏まえ、行政・地域からゼミへの要請も

あり、私たちのゼミは高齢者の健康寿命の一助となること

を目的とした高齢者サロン（通称：駅前サロン）を８年間に

わたり継続実施してきた。今回は、今年度の取り組みと

今後の展望を報告するものである。 

１．世代間交流 駅前サロンについて 

  サロンは地域包括ケアの実現に向けて中核的な機関で

あり、高齢者の総合相談窓口を担う地域包括支援センター、

民生委員、有志との連携・協力をもと、学生たちが中心と

なって企画・運営している。JR・京王八王子駅から徒歩５

分の施設を利用して毎月第４木曜日午後９０分のサロンを

実施。駅前サロンの特徴は“世代間交流”と“ゆったりとし

た交流の場”である。 

２０１６年に開始した駅前サロンは、新型コロナウイルス

感染症により、２０２０年１月を最後に休止となったが、２０

２１年秋にオンラインで再開させた。２０２２年春からは、人

数制限を行うなどコロナ対策を徹底して実施。２０２３年５

月から完全対面に戻し、１月２５日に５６回目の駅前サロン

を実施した。 

２．2023年度の活動成果   

今年度も10回の活動を実施した。今年度は、タイムスケ

ジュールの見直し、連携団体の皆様も含めた全員参加のレ

クリエーションを実践した。在宅が多く、会話する機会が減

ってしまった参加者にとって、「ご歓談の時間」はたいへん

好評である。その時間をより充実したものにするため、

様々な議論を重ねた。ご歓談の時間のグループを学生１名

に対して参加者１～３名と少人数にすること、当月の「駅前

サロン通信」に動画を掲載している学生が参加して動画を

一緒に観ながら、動画の内容を切り口に対話を深めること

等である。そのことによって良い雰囲気づくりができ、更

にその後に「ご歓談の時間」を持ってきたことで結果的に

交流を充実させることができた。レクリエーションに関し

ては、ご歓談とプログラムの順番を入れ替えるようにし

たことで運営側と参加者側の距離を縮めることに成功

した。身体を動かす運動や頭を使う伝言ゲーム系、お玉

リレー等、誰もが参加できるよう工夫して企画・運営し

ている。 

また、コロナが５類に移行したことから「合唱」を再開し

た。「ふるさと」や「明日があるさ」など世代の垣根を超え

た歌を選曲し、歌詞はＰＰＴを用いて紹介。ウクレレ伴奏な

どもある。これらの取り組みによって、一体感のある笑い

の絶えないサロンになっている。参加者数は回を重ねる毎

に増え続け、現在は２５～３０名となっている。 

 

３．今後の展望 

今後は男性参加者を更に増やしたい。男性高齢者の孤

立化という課題を解決することが大切だと感じたからだ。

そのため、「駅前サロン通信」に QR コードを付け、駅前  

サロンの様子を動画で紹介するようにして対応している。 
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